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� はじめに

近年，高帯域なネットワークが普及し，動画像や音
声などの大容量データをリアルタイムで送受信するこ
とが現実的なものとなった．このようなネットワーク
で結ばれた社会では，既存の組織に捕らわれず，様々
なコミュニティが形成される．そこで，そのコミュニ
ティを支援するコミュニケーションシステムが必要と
なる．

本研究ではギガビットネットワークを利用した次世
代仮想研究室を構築し，様々なコミュニティにおける
コミュニケーション支援環境に関する研究を行ってい
る．仮想研究室とは，実世界では異なる組織に所属し
ている人間同士が，地理的に離れた空間で共同研究を
行うための環境である．本研究では，従来の遠隔会議
などのアプリケーションが今一つ成功していないのは，
議事が予め決められているようなフォーマルなコミュ
ニケーションが中心であったためではないかと考えた．
そこで，ちょっとした立ち話のようなインフォーマル
なコミュニケーションを主にした仮想研究室の実験を
始めた ���．

本稿では，本研究で構築したネットワークの概要お
よびコミュニケーション支援システムの運用について
報告し，今後の展望について述べる．
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図 �� VLネットワーク構成図

� ネットワーク構成

本研究で構築したネットワークを図 � に示す．
JGN�ATM網を用いて，地理的に離れた各研究室（岩
手県立大学，九州大学，京都大学，九州産業大学，佐
賀大学の五大学間）を相互接続している．また，韓国
の漢陽大学との共同研究や，qgpop��� との接続をきっ
かけに，インターネットにも接続した．これまでは五
大学間のみのクローズなネットワーク構成であったが，
韓国との接続を契機に，海外も視野にいれた他大学と
の共同研究も行いたい．

� 多様なコミュニケーションの実現

実世界において仕事や研究を円滑に進めるには，人
間関係の構築や維持が重要である．そのためには，会
議などのフォーマルコミュニケーションに加え，雑談な
どのインフォーマルコミュニケーションは組織内の活
動や研究に重要である．インフォーマルコミュニケー
ション ���は，非計画的かつ偶発的で，ランダムな参加
者によって行われる．例えば廊下で知人とすれ違って
偶然発生する会話や，日常的な雑談やパーティーなど
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が含まれる．このようなコミニティ内での情報の取得
や共有および新たな興味の発生が，その後の仕事や作
業の成果につながる ���．
そこで本研究では，地理的に離れた仮想研究室間で

のインフォーマルコミュニケーションの有用性の検証
することを目的とし，さまざまな支援ツールを用いて
仮想研究室環境を構築した．

� オンラインミーティング
本研究では，月に一度の頻度で，遠隔の研究室間で

オンラインミーティングと呼ばれる仮想研究室ミーティ
ングを実施している．目的は，インフォーマルコミュ
ニケーションの実現と，コミュニケーション支援シス
テムの動作実験やネットワークの性能評価を行うため
である．このミーティングは，事前の電子メールのや
り取りで大まかな日時は決められているが，参加者や
議題は特に決定せずに行う．
九州大学に設置したOpenMCUサーバに，各大学か

らMicrosoft社の NetMeetingなどの ITU�T H����ク
ライアントを接続して，動画像と音声によるコミュニ
ケーションを行う．
しかし，動画像と音声だけでは IPアドレスやマシ
ン名を伝えたい場合に，真意が伝わらなかった．また
音声だけを使った場合，同時に発言できるのは一名に
限定された．これは，同時に複数の発言があった場合，
遅延やノイズの影響で聞き取れないからである．そこ
で，インフォーマルコミュニケーションの妨げとなる
これらの問題を解決するツールとして，文字によるコ
ミュニケーションが可能な IRCや戸口通信を用いるこ
ととした．
このように，仮想研究室間で複数のチャンネルを設

けることで，映像や音声の他，文字によるコミュニケー
ションや，次節で紹介するシステムを用いたさまざま
なコミュニケーションを実現し，インフォーマルコミュ
ニケーションの有用性を検証していく．

��� 戸口通信
岩手県立大学では，インフォーマルコミュニケーショ

ンを支援するツールとして戸口通信 �	�を提供する．戸
口通信とは，戸を介した様々なコミュニケーションのこ
とで，部屋の戸を訪問者がノックしたり，戸に設置され
た伝言板にメッセージを書き込むコミュニケーション
などがある．これらのプロタイプシステムである戸口
伝言板と戸口ノックシステムを，仮想研究室内のイン
フォーマルコミュニケーションツールとして利用した．

��� 動画像の配信
各研究室間では，動画像の配信を常時行っている．こ

れは，インフォーマルコミュニケーションを実現する
ためだけでなく，実験的なネットワーク技術の運用も

図 �� オンラインミーティング

目指している．
ストリーミング配信では，各研究室に RealServerを

設置し，研究室の状況を �	時間配信している．また，
オンラインミーティングの際，DV over IPを使った高
精細な画像の送受信を行っている．これによって，オ
ンラインミーティング用のUSBカメラでは伝えられな
い臨場感ある映像の送受信が可能である．これに加え
て，岩手県立大学では，遠隔操作が可能なネットワー
クカメラも導入している．

� まとめ
本稿では，ギガビットネットワークを利用した次世

代仮想研究室を構築し，そのシステムの概要とネット
ワーク上でのインフォーマルコミュニケーションの実
現について述べた．今後は，コミュニケーション支援
ツールの IPv
環境での開発実験を行い，これらのシ
ステムの性能評価などを行う予定である．
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